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Mitsuru Sato, Takashiro Akimoto, Masayuki Shigetome :明星大学発達支援研究センター 

１．はじめに

　STARTプログラムは、発達障害またはその疑
いのある学生を対象に、スキルトレーニングの技
法を中心として、社会的自立を目指す学生支援プ
ログラムである。
　平成20年度にボランティアでの活動を開始し、
翌平成21年度から大学の正式プログラムとして
始まった。発達障害学生の現状に合わせた支援を
行っており、昨年度からはインターンシップを新
たに取り入れたプログラムを展開している。
　インターンシッププログラムの概要について
は、明星大学発達支援研究センター紀要（2016）
において、工藤・小笠原が平成27年度STARTプ
ログラム実践報告として示している。STARTプ
ログラムの変遷及び概要についてはそちらを参照
いただきたい。
　本稿では、平成28年度の活動状況を実践報告
として以下に記す。

２．参加学生の実態

2.1　在籍者数

　平成28年度の在籍者は19名である。平成27
年度に比べて人数が減少している。中でも、新規
の入会希望者数が大幅に減少している。減少の要
因は様々考えられるが、大きな要因の一つにニー

ズのある学生の繋がりにくさが挙げられる。学内
の支援部署が拡充し、個々の学生のニーズに応え
る形でそれぞれの部署の体制整備がなされてきて
いるが、その一方で、横の連携については課題が
残ったように見受けられる。ニーズのある学生を
どのようにSTARTプログラムに繋げるかについ
て、窓口の置き方を含め検討する必要がある。

2.2　男女比

　平成28年度在籍学生の男女比は男性が100％
であり、発足当時から変わらず、男子学生が圧倒
的多数を占めているのが特徴的である。これは、
発達障害の男女比の割合と関連しているものと思
われる。

2.3　在籍学部

　在籍学生の所属学部の割合を示したものが図1
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図1.　学部別人数
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である。理工学部が39％と1番多く、次いで情
報学部が33％、人文学部が28％、経済学部、経
営学部、教育学部、デザイン学部が0％、これに
ついても男女比と同様、傾向に大きな変化はない。

2.4　卒業率及び、進路決定率

　平成22年度以降の卒業者数、進路決定者数を
図2.に示す。平成27年度は卒業率が80％であ
り、進路決定率は100％であった。進路決定率は
平成24年度から徐々に上がり、平成26年度では
100%に達している。これは、就職だけでなく、
就労支援機関等進路の選択肢が増えたことが大き
いと考えられる。また、STARTプログラムスタッ
フが、就労支援機関の役割や利用の仕方などを見
通せるようになったことも大きな要因であると考
えられる。今後も、学生がどこかに繋がり続ける
こと、社会から孤立しないようにすることが望ま
れる。

2.5　診断の有無

　在籍学生の診断の有無について図3.に示す。
STARTプログラムは、診断ベースではなく、困
り感をベースとしているため、このような結果と
なっている。
　また、大学入学後の躓きをきっかけとし、医療
機関へ繋がりそこで初めて診断を受けるケースも
ある。また、就職活動を開始して初めて自身の困
り感に気付き受診し、その上で診断に至るケース

もある。

2.6　診断の分類

　続いて、診断分類について図4.に示す。
　自閉症スペクトラム（ASD）が75%と最も多く、
次いで、自閉症スペクトラムと他発達障害の重複
診断が9%、自閉症スペクトラムと精神障害の重
複診断、発達障害がそれぞれ8%となっており、
昨年度とほぼ変わりはない。二次障害を呈してい

図3.　診断の有無

図2.　卒業率と進路決定率

　図4.　診断の分類
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る学生が少ないのが特徴的である。

2.7　障害者手帳所持者

　診断がある学生のうち、障害者手帳を所持し
ているのは、62%となっており、昨年度よりも
10%以上増えている。
　インターンシッププログラムの導入により、『働
く』ことについて見通しを持ちやすくなり、働く
上で、自分に必要な支援・配慮を受けることにつ
いての理解が深まり、手帳を取得する学生が増え
たためと考えられる。また、保護者や支援者の理
解が深まったことも大きな要因として考えられ
る。

３．活動の概要

3.1　トレーニングするスキル領域

　STARTプログラムでは、発達障害のある学生
の自立に必要と考えられるスキルの獲得を目指し

たトレーニングを行っている。平成26年度まで
はスキル領域も多岐に渡り、生活場面から社会場
面まで幅広く扱っていた。
　しかし、4年間という限られた時間の中で、そ
れら全てのスキルの獲得を目指すことは非常に難
しく、ターゲットスキルについても絞る必要性が
出てきた。平成27年度からは、社会的自立に向
けたスキルの獲得に焦点を当て、それらを5つの
領域に分け、クラスのニーズに合わせて選択し、
トレーニングを行っている（図6.）。

3.2　平成 28 年度　指導で扱ったスキル

　平成28年度に、実際に扱ったスキルは以下の
通りである。
①時間管理領域
　○優先順位を考えて行動する
　○スケジュールを管理する
②体調管理領域
　○職場で体調を崩した際の対処の仕方を学ぶ
　・報告連絡相談
　・医療受診の仕方を確認する
　○服薬管理
③ストレスコントロール
　○ストレスへの対処の仕方を学ぶ　
　・ストレスの要因を分析する
　・自分に合った対処法を身につける
　・職場で実践可能な対処法を身につける
④職場マナー
　○職場に適した身だしなみを考え実践する

図5.　障害者手帳の有無

図6.　START プログラムで扱うスキル領域
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　・適切な服装を選択する
　・身辺管理について学ぶ
　○対人マナーを確認する
　・挨拶、言葉遣い、態度について確認する
⑤職場ルール
　○報告連絡相談
　・場面に応じた報告連絡相談の仕方を学ぶ
　・報告連絡相談が必要な時の判断の仕方を学ぶ
　・指示の受け方や態度について学ぶ

3.3　インターンシップ

　STARTプログラムでは、平成27年度より、ス
キルの獲得・運用の程度を把握すること、本人の
働くイメージを具体化すること、それらを体験的
に行うために、インターンシップを設けている。　
今年度も引き続きインターンシップを行っている
が、昨年度と大きく異なる点は、インターンシッ
プの受け入れ先が増えたことや、それにより学生
の状況に合わせたインターンシップ先の選択が可
能になったことである。具体的には、一般企業1
社、特例子会社12社が受け入れ先の候補として
挙がっている。またこの他にも、就労移行支援事
業所や就労継続支援A型事業所と協力してイン
ターンシップを実施している。
　インターンシップに際しては、学生が事前に履
歴書持参の上、実習先を訪問し、面接をした上で
受け入れの許可をもらうこととしている。また、
インターンシップ終了後にはフィードバックを受
け、インターンシップ先、本人、STARTプログ
ラムスタッフが同席した上で、事前に設定した目
標を中心に振り返りを行っている。フィードバッ
クの際に用いる評価シート（実習フィードバック）
を巻末に参考資料として載せる。

3.4　保護者会

　STARTプログラムでは夏季（8月）と冬季（2
～ 3月）にそれぞれ保護者会を実施している。内
容としては、日頃の学生の様子をスタッフと保護
者で情報交換、障害を取り巻く就労に関する情
報提供（手帳取得の仕方、就労支援機関の紹介）、

保護者同士の交流、卒業生や保護者の講演、就労
支援機関および特例子会社の方からの講演などで
ある。平成28年度は、卒業生2名を招いて、就
労に至るまでの経緯や、就労してからの体験を講
演していただいた。

3.5　OB 会

　今年度は初めての試みとして、『OB会』と称し
て、卒業生と在学生の交流会を行った。卒業生の
実体験を聞く中で、在学生が自発的に質疑を行う
といった様子も見られた。今後も卒業生と在学生
が交流する機会を継続的に設定する予定である。
また、今後は、卒業生の保護者と在学生の保護者
が交流する機会の設定についても検討していきた
いと考えている。

４．　課題と展望

4.1　スキルの運用について

　STARTプログラムでは、トレーニングを通し
て、様々なスキルに関する知識や理解を深めると
いった、スキルの『獲得』を中心に行っている。
獲得したスキルを日常生活で継続して使うには、
知識的、体験的に理解したスキルを『運用』する
必要がある。そのためSTARTプログラムのイン
ターンシップでは、獲得したスキルを『運用』す
ることも目的の1つとしている。スキルの定着や
習慣化を目指す上で、獲得したスキルの運用は重
要となる。
　しかし、インターンシップの機会は1年に2回
となっており、運用の場として十分とは言えない
状況である。そのため、インターンシップ以外に、
日々のトレーニングの中で、スキルを運用する仕
組みを設定する必要がある。運用する機会を増や
すことによって、トレーニングで獲得したスキル
を継続的に使うことが増え、結果として習慣化す
ることが期待される。



95

平成 28 年度 STARTプログラム実践報告

4.2　トレーニング内容とインターンシップの関連

　STARTプログラムで扱っているスキルは、「時
間管理」、「体調管理」、「ストレスコントロール」、
「職場マナー」、「職場ルール」の5領域であり、こ
の領域に関するトレーニングを全クラスで行って
いる。これらのスキルは社会的自立を目指すため
に必要と考えるが、1回のインターンシップで全
てを扱うことは難しい。インターンシップ先や期
間によっては、トレーニングで扱ったスキルの一
部しか運用することができない場合や、トレーニ
ングで扱っていないスキルの運用が必要な場合が
ある。働くために必要なスキルは、勤務先や職種、
環境によって多様であり、5領域のスキルのみで
は収まりきらないといった課題がある。
　そのため、評価のポイントやインターンシップ
における学生の個別目標について、事前に関係者
間で情報共有を行う必要がある。インターンシッ
プ中の作業内容を調整したケースも複数あること
からも、事前の情報共有の重要性がうかがえる。
また、評価シートの形式をインターンシップ先と
共有することで、トレーニングの内容とインター
ンシップの内容とを関連付けしやすくなると考え
る。現在、評価シートの形式の共有は試行段階で
あるため、形式化については今後の課題と言える。
　このように、トレーニングで獲得したスキルを
運用する上でインターンシップは有益であると言
える。しかし、インターンシップで運用可能なス
キルには限界があることも事実である。睡眠時間
や食生活といった社会生活で必要となる生活管理
スキルについては、保護者の協力が必要と言える。
そのため、インターンシップ先だけでなく、学生
本人や保護者との情報共有も重要であると考えて
いる。

５．　おわりに

　STARTプログラムでは、新たな取り組みとし
て平成27年度よりトレーニングに加えて、イン
ターンシップを取り入れた。インターンシップの

導入から2年が経過し、新しい取り組みの成果を
感じることができた一方で、新たな課題も見えて
きた。
　改善すべき点はあるが、発達障害学生を取り巻
く環境が変化していく中、本人たちが自分らしく
生きるための支援、適切な自己理解をするための
支援を日々検討していきたい。
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